
校長室だより 

No. 37 

平成 28年２月５日(金) 
強く やさしく 

六ツ美中部小学校校長 

加
か

 藤
とう

 嘉
よし

 一
かず

 

 

主体的な子供の動きをつくる教師のはたらき －図書委員の活動から－ 

 

 １月の児童会活動で素敵な活動が増えています。上は、２階図書室前の掲示

板です。ここは、いつも学校に届く内外の案内やポスターを掲示する場所です。

そこが、１月の中旬から上のように様変わりしました。これは、図書委員会の

子たちのアイデアによって変わったものです。 

 １月の図書委員会の時間に、「図書室の来場者数が少ないのではないか」という

ことが問題になり、話し合った結果、①読み聞かせをする ②ポスターを作る 

③本やクイズを紹介する本の道を作る というアイデアが出されたそうです。

その後担当の先生に許可を得て、学校の掲示板を借り、「本の道」を作りました。

立派なところは、自分たちで学校をよくするアイデアを考え、話し合って実行

しているところです。顧問の成田先生のメモに、次のような記述がありました。 

 「ポスターも貼るところがほしいとのこと。相談しながら・・・」を読むと、

教師は願いをもちながらも、子供の思いを前面にして話し合いを進め、主体性

をうまく支援してくれていることがわかります。子供も成就感があるはずです。 

 今図書委員会では、なんとか活気のある図書室にしたいと考えています。本の道という

ことで、２階渡り廊下に本の紹介掲示を貼ろうということになりました。もともとはポス

ター掲示に使われていたのですが、少し場所をお借りしました。しかし、ポスターも貼る

ところがほしいとのこと。相談しながら半分ずつ使っていこうと思います。外で遊ぶこと

も大切ですが、子供達の教室から少し離れている図書室への魅力が高まるよう取り組んで

いきたいです。図書室の伝記の本が大変古かったため、新しい本を取り入れました。それ

をお知らせする掲示にしたら、入場者数が 30人増えました。もっと先生方にも図書室を

活用していただきたいです。              【１月 25日 教師メモ】 



児童会活動には、学校の中の仕事の一役を担う当番的活動と、創意工夫を凝

らして学校を活性化する主体的な活動があります。児童会活動は、教育課程上

でいうと、「特別活動」の領域です。学習指導要領の目標にも、次のような記述

があります。 

 今回まさに、話し合いのなかで「望ましい人間関係」がつくられ、「よりよい

学校生活づくりに参画し、協力して諸問題を解決しよう」と「自主的、実践的」

に動いています。特別活動に限

らず教科や総合的な学習等で

も同じような力が求められて

います。こうした子供の動きを

知り、うれしく思いました。 

 このほかにも子供の主体性

を支援している活動がありま

す。職員がそれぞれの分野で、

できる時と場を考え、創意工夫

しながらチャレンジしてくれ

ています。 

 

おやゼミに感謝 

 

 先日、授業参観の日に行いま

したＰＴＡ主催の「おやゼミ」

では、それぞれ講師を務めてい

ただいた方々が、とてもしっか

り準備をされており、びっくり

しました。おかげで子供たちが

楽しく受講することができま

した。新聞・ＭＩＣＳにも取り

上げていただきました。本当に

意義のある会になりました。 

ありがとうございました。 
 

特別活動の目標と各活動・学校行事の目標 ＜児童会活動＞ 

児童会活動を通して，望ましい人間関係を形成し，集団の一員としてよりよい学校生活づ

くりに参画し，協力して諸問題を解決しようとする自主的，実践的な態度を育てる。 

【学習指導要領解説 特別活動より】 
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